
１年生（１１月） 『ひきざん』単元指導計画 その①

１・２ ３ ４ ５

１０いくつから１位数をひいて、差が１ １０いくつから１位数をひいて、差が１ １０いくつから１位数をひいて、差が１ １０いくつから１位数をひいて、差が１
以数になる減法の計算のしかた（減加法） 以数になる減法の計算の理解を深める。 以数になる減法の計算のしかた（減々法） 以数になる減法の計算に習熟する。ねらい
がわかる。 がわかる。

○ うさぎを１３びきかっています。こ ○１１－８のけいさんのしかたをいいま ○にんじんが１２本あります。３本たべ ○カードとりをしてたくやさんは８まいも も も も

やのそとに９ひきでていきました。こや しょう。 ます。なん本のこるでしょう。 ゆかりさんは１５まいとりました。どち
の中になんびきのこっているでしょう。 らがなんまいおおくとったのでしょう。

・分かっていることと、聞いていることを ・前時の学習を想起させる。 ・分かっていることと、聞いていることを ・分かっていることと、聞いていることを
はっきりさせる。 はっきりさせる。 はっきりさせる。
・減少の場面であることを把握し、減法で ・減少の場面であることを把握して、減法 ・比較の場面であることを把握して、減法
計算できる根拠を考えて立式する。 で計算できる根拠を考えて立式する。 で計算できる根拠を考えて立式する。
・既習学習である「のこりはいくつ 「ち」
がいはいくつ」との違いを考える。

○ばらからひけないときの、けいさん ○ひきたしほうをつかって１１－８のけ ○ ３はどこからひけばよいかかんがえ ○どちらのやりかたがよいか、わけをはか か か か

しかたをかんがえよう。 いさんのしかたをおはなししよう。 て、けいさんしよう。 つきりさせて、こたえをみつけよう。

・ブロックなどを用いて考えさせる。 ・各自の考え方を発表し、話し合う ・ブロックなどを用いて考えさせる。 ・ブロックを用いて考えさせる。
・どこから９をとればいいかを考える。 ・ブロックを操作して被減法の１１を１０ ・どのようにして３をひくか考えさせる。 ・各自の考え方を発表し、話し合う。
・各自の考え方を発表し、話し合う。 と１に分解し、１０から減数の８をひき、 ・各自の考え方を発表し、話し合う。 ・減加法・減々法どちらの方法でも計算で
・１３を１０と３とみて、１０のまとまり 残りの１と２で３のように発表する。 きるよさを実感する。
から９をひいて３をたせばよいことを確
かめる。 ○ひきたしほうは、１１を１０と１にわ ○１２のばらからひく、ひきひきほうが ○けいさんのしかたをくふうすると、けま ま ま

けて、１０のまとまりから８をひいて１ ある。 いさんがしやすくなる。
○ばらからひけないときは、１０のま をたすとよい。ま

。とまりからひいてけいさんするとよい

・練習問題をし定着を図る。 ・練習問題をし定着を図る。 ・練習問題をし定着を図る。 ・練習問題をし定着を図る。

くり下がりのある減法計算の方法を、１０関.意.態
のまとまりから１位数をひくことに着目し
て考えようとする。

くり下がりのある減法計算の方法を、１０ くり下がりのある減法計算の方法を、１０ ブロックを使って考え計算する。考え方
のまとまりに着目してブロックを使って考 のまとまりに着目してブロックを使って考
える。 える計算する。

１０いくつから１位数をひいて、差が１位 １０いくつから１位数をひいて、差が１位表・処
数になる減法の計算ができる。 数になる減法の計算を減加法や減々法でで

きる。

１０いくつから１位数をひいて、差が１位 １０いくつから１位数をひいて、差が１位知・理
数になる減法の計算のしかたがわかる。 数になる減法の計算のしかた（減々法）が

わかる。

・ノートの記述・発言内容 ・ノートの記述・発言内容 ・ノートの記述・発言内容 ・ノートの記述・発言内容評価方法
・練習問題・自己評価 ・練習問題・自己評価 ・練習問題・自己評価 ・練習問題・自己評価
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１年生（１１月） 『ひきざん』単元指導計画 その②

６（５） ７（６） ８（７） ９（８） １０（９）

減法の式と絵を見て、減少や比較の問題 ひき算カードを使って計算の練習を 計算カードを使っていろ 計算カードを使っていろ 単元における基礎・基本を
を作ることができる。 し、１０いくつから１位数をひいて、差 いろなゲームをし、１０い いろなゲームをし、１０い 確かにしたり、発展的な問題ねらい

が１位数になる計算が確実にできるよう くつから１位数をひいて、 くつから１位数をひいて、 に取り組み、数学的な考え方
にする。また答えが同じになるカードを 差が１位数になる減法の計 差が１位数になる減法の計 をより深めることができる。
集めることができる。 算に習熟する。 算に習熟する。

○えをみて、１３－６のしきになるおは ○カードをつかって、はやくけいさん ○ カードをつかってゲー ○こたえがおなじになる 教科書Ｐ８４も か か か

なしをしましょう。 ができるようにしよう。 ムをしよう。 カードあつめをしよう。 れんしゅう
補充問題

・減法の式と絵を見て、減少や比較の場面 （ア）各自一人で答えが同じになるカー 教科書Ｐ７６ 教科書Ｐ７７
をとらえ減法の問題をつくる。 ド集めをする。 ・カードさがし ・カードとり

（イ）二人一組で練習する。 ・おおきさくらべ
（ウ）フラッシュカード的な扱い

○「のこりはどれだけ」と「どちらがどか

れだけおおい」の２つのもんだいをつく
ってみよう。

・とんぼに着目して減少の話をつくる。
・花に着目して比較の話をつくる。
・作った話を発表する。

○★トンボが１３びきいます。６ぴきと ○ならべたカードをたて ○おなじこたえのカードま ま ま

んでいきました。なんびきのこっている （または よこ）にみる は、ひかれるかずが１ふ
でしょう。★あかいはなが１３本、きい と、こたえが１ずつへっ えると、ひくかずも１ふ
ろいはなが６本さいています。どちらが ている。 える。
なん本おおいでしょう。

・作ったお話の式と答えをノートに書き答
えを求める。

関.意.態

くり下がりのある減法の計算考え方
の方法を、１０のまとまりか
ら１位数をひくことに着目し
て考える。

減法の式と絵を見て、減少や比較の問題の １０いくつから１位数をひいて、差が１ くり下がりのある減法の計 くり下がりのある減法の計 １０いくつから１位数をひい表・処
場面をとらえ、減法の問題を作ることがで 位数になる減法の計算が正しくできる。 算を使ったゲームができる 算を使ったゲームができる て、差が１位数になる減法の。 。
きる。 計算が正確にできる。

順序よく並んだひきざんの計算カードを 減加法や減々法による計算の知・理
見て答えの大きさの変わり方がわかる。 しかたがわかる。

・ノートの記述・発言内容 ・計算カードを処理する正確さと速さ ・たし算カードのゲームに ・たし算カードのゲームに ・ノートの記述・発言内容評価方法
・練習問題・自己評価 ・自己評価 取り組んでいる様子 取り組んでいる様子 ・練習問題・自己評価

ペアの児童の能力差を配慮 ペアの児童の能力差を配慮きめ細かな指導

評
価
規
準

主

な

学

習

活

動


